
　　




ご企画 ＊ 杉山 登志郎　先生：　あいち小児保健医療総合センター　保健センター長兼心療科部長＊　　　　　


浅井　朋子　先生：名古屋市児童福祉センター　発達障害者支援室長（小児科医師）


吉川　　徹　先生：名古屋大学医学部附属病院　親と子どもの心療部　助教（児童精神科医師）


鈴木　　太　先生：名古屋大学医学部附属病院　親と子どもの心療部　助教（児童精神科医師）


　　　大村　　豊　先生：愛知県立城山病院　精神科（児童精神科医師）





講師ご紹介       





№０9820改訂1





一 般 精 神 科 診 療 に お け る 発 達 障 害


－ その診断、評価、鑑別、治療、支援 －





～「困り感」のあるすべての子どもたちを救うために～
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�
日　程�
時　　間�
　　　　テ 　ー 　マ�
講　　師


（敬称略）�
�
�
9月


26日


（土）�
13:00～15:00�
基調講演


『成人の発達障害』�
杉山 登志郎�
�
�
�
15:10～16:40�
一般精神科診療における発達障害：


　広汎性発達障害の診断�
浅井　 朋子�
�
�
9月


27日


（日）�
  9:00～10:30�
一般精神科診療における発達障害：


　広汎性発達障害の評価�
吉川　 徹�
�
�
�
10:40～12:10�
一般精神科診療における発達障害：


　広汎性発達障害と精神障害・人格障害の鑑別�
鈴木　 太�
�
�
�
13:20～14:50�
一般精神科診療における発達障害：


青年期・成人期の発達障害者の治療と支援�
大村　 豊�
�
�
�
15:10～16:30�
全 体 討 論�
全出講講師�
�









２００９年度　地方講座２（名古屋）





　今日わが国において、広汎性発達障害は、医療、教育、福祉、司法の中で大きな論議を引き起こしており、その問題は、乳幼児健診、子ども虐待、教育支援システム、不登校、子どもの触法行為など広範にわたっています。そればかりでなく、最近では、青年期、成人期の発達障害の問題もクローズアップされ始めており、成人期になっても社会に適応できない不適応型の広汎性発達障害や、併存症（二次障害）、発達障害と犯罪の問題など広範囲かつ深刻な論議が必要な状況になってきています。


この集中講座では、一般精神科診療における発達障害について、その診断、評価、鑑別から治療、支援に至るまでを、その専門家に講義していただきます。


あいち小児保健医療総合センター　杉山　登志郎


                                                            　　　　　　











期　日　：２００９年 ９月 ２６日（土）～  27日（日）


受講対象：教育・医療・相談・福祉・保育の各機関・現場等で子どもにかかわる専門家の方々、


並びに大学生・大学院生など本テーマに関心のある方　　　　　　　　　　


定　員  ： ２００名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料  ：１２,０００円（税込）　※ 昼食・宿泊等は各自でお手配ください


主　催  ：明治安田こころの健康財団　　　　　03-3986-7021


会　場  ：愛知県産業貿易館・西館１０階「大会議場」


名古屋市中区丸の内３－１－６　　　052-231-6351


	地下鉄桜通線・舞鶴線「丸の内」下車、名城線「市役所」下車、各徒歩10分


　　　　　　 地下鉄桜通線・名城線「久屋大通」下車、徒歩13分


           （※ 詳細地図は受講証に添付いたします）

















